
別紙様式５号（第７の３及び第８の３関係）

１　産地基幹施設等支援タイプ

　Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

メニュー
①

メニュー
②

事業内容 事業費

備考

（円）

交付金
都道
府県
費

市町
村費

その他

世羅
町

株式会社
ツバサ

ファーム

畜産生
産基盤
育成強
化（採
卵鶏）

180

採卵鶏
飼養に
おける
産卵率
2.4ポイ
ント以
上向上

（平成
29年

（西暦
2017

年））

産卵率
76.4％

産卵個
数

65,136,
968個/
飼養羽
数（延
べ）

85,299,
365羽

（平成
30年

（西暦
2018

年））

産卵率
76.3％

産卵個
数

60,247,
813個/
飼養羽
数（延
べ）

78,964,
686羽

（平成
31年

（西暦
2019

年））

産卵率
77.9％

産卵個
数

52,510,
124個/
飼養羽
数（延
べ）

67,407,
649羽

（令和
２年

（西暦
2020

年））

産卵率
84.4％

産卵個
数

82,746,
589個/
飼養羽
数（延
べ）

98,038,
939羽

令和３
年（西
暦2021
年））

産卵率
78.9％

産卵個
数

81,206,
675個/
飼養羽
数（延
べ）

102,936
,262羽

令和４
年（西
暦2022
年））

産卵率
79.1%

産卵個
数

83,058,
640個/
飼養羽
数（延
べ）

104,943
,743羽

（令和
４年

（西暦
2022

年））

産卵率
78.8％

産卵個
数

81,952,
072個/
飼養羽
数（延
べ）

103,963
,146羽

112.5%

産卵率
が2.7ポ
イント
向上

畜産生
産基盤
育成強
化（採
卵鶏）

185
①

①受益
農家の
生産額
28.9％
以上増
加

（平成
29年

（西暦
2017

年））

鶏卵生
産額

702,800
千円

（平成
30年

（西暦
2018

年））

鶏卵生
産額

591,705
千円

（平成
31年

（西暦
2019

年））

鶏卵生
産額

459,067
千円

（令和
２年

（西暦
2020

年））

鶏卵生
産額

723,853
千円

（令和
３年

（西暦
2021

年））

鶏卵生
産額

909,359
千円

（令和
４年

（西暦
2022

年））

鶏卵生
産額

941,996
千円

（令和
４年

（西暦
2022

年））

鶏卵生
産額

906,101
千円

117.7%

鶏卵生
産額が
34.0%
増加

ウインド
レス鶏舎3
棟（3,444
㎡）、内
部機械・
電気設備

一式
【61,440
羽×3棟】

714,405,439 324,728,000 0 0 389,677,439
令和2
年3月
25日

最新型ウインドレス鶏舎の
導入後、農場生産成績は旧
鶏舎（開放型高床鶏舎）と
比較して大きく改善し、生
産個数・生産重量・飼料要
求率の各項目において高い
生産性の維持が図られたこ
とから、産卵率及び受益農
家の生産額の目標を達成し
た。

ウインドレス鶏舎の整備に
より、安定した環境による
飼養管理が可能となり、産
卵率の目標は達成率
112.5％となり目標達成し
た。
また、飼養羽数の増加によ
り鶏卵生産量が増加し、生
産額増加目標も達成率
117.7％となり、目標達成
した。

世羅
町

尾道市農
業協同組

合

果樹
（梨）

111

秀品率
を15.0
ポイン
ト増

（令和
元年

（西暦
2019

年））

46.6％
（秀品
量454t/
全出荷

量
974t）

（令和
２年

（西暦
2020

年））

35.0％
（秀品
量222t/
全出荷

量
633t）

（令和
３年

（西暦
2021

年））

35.5％
（秀品
量147t/
全出荷

量
414t）

（令和
４年

（西暦
2022

年））

29.8％
（秀品
量247t/
全出荷

量
830t）

－ －

（令和
４年

（西暦
2022

年））

61.6％
（秀品
量628t/
全出荷

量
1,018t

）

-112.0%

秀品率
が16.8
ポイン
ト低下

果樹
（梨）

117

契約取
引割合
を15.0
ポイン
ト増

（令和
元年

（西暦
2019

年））

3.8％
（契約
取引量
37.5t/
全出荷

量
974t）

（令和
２年

（西暦
2020

年））

4.7％
（契約
取引量
30.1t/
全出荷

量
633t）

（令和
３年

（西暦
2021

年））

1.1％
（契約
取引量
4.7t/全
出荷量
414t）

（令和
４年

（西暦
2022

年））

6.4％
（契約
取引量
53.3t/
全出荷

量
830t）

－ －

（令和
４年

（西暦
2022

年））

18.8％
（契約
取引量
192.2t/
全出荷

量
1,018t

）

17.3%

契約取
引割合
が2.6
ポイン
ト増加

集出荷貯
蔵施設
（果樹：
梨）
主な整備
内容
・選果ラ
イン１条
・内部品
質セン
サー１台
・外部品
質セン
サー（外
観検査カ
メラ）１
台
・その他
附帯設備
一式
・年間処
理量：
1,018t/年
（幸水、
豊水）

138,600,000 63,000,000 0 0 75,600,000
令和3
年3月
26日

秀品率については、樹勢強
化剪定、傷果抑制対策、防
霜対策等に取り組んだが、
曇雨天で黒星病が発生した
こと、農園の従業員間でコ
ロナ感染症が蔓延したこと
によって適期収穫ができ
ず、過熟果が増加したこと
が影響し、目標未達成と
なった。
契約取引割合については、
選果機の機能向上による品
質保証により有利販売を目
指しているが、契約先が求
める高品質な果実の数量が
確保できなかったことで有
効な単価交渉もできず、目
標未達成となった。
今後は、黒星病の防除及び
被害果の園外への持ち出し
を徹底するとともに、適期
収穫を可能とするための人
員確保及び作業能率の向上
に取り組むことで秀品率の
向上と出荷量の増加を目指
す。また、生産者情報の詳
細を市場や販売先とこれま
で以上に共有するととも
に、生産状況から適正な販
売価格を可能な限り推測
し、契約先との単価交渉を
行い、契約数量の増加に繋
がるよう取り組む。

秀品率については、前年ま
で問題となっていた樹勢強
化剪定及び傷果、霜害対策
が改善されつつあるが、曇
雨天の影響で、黒星病が発
生したこと、農園の従業員
間でコロナ感染症が蔓延し
たことによる収穫遅れによ
り、秀品量、全出荷量とも
に事業実施前を下回り目標
未達成となった。
契約取引割合については、
選果機導入によって可能と
なった品質保証により計画
時より契約取引量は増加し
たが、全出荷量が伸び悩ん
だことにより、契約先が求
める高品質な果実の数量が
確保できなかったことで有
効な単価交渉もできず、目
標未達成となった。
今後は、目標達成のために
関係機関が連携し、病害対
策等の技術指導と併せて、
労務管理等についても助言
を行う。

総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の１の（２）のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の２の（２）のアの（ア）のただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県平均達成率 54.3%
採卵鶏については、目標を達成したが、果樹（梨）については、秀品率、契約取引割合ともに目標未達成となり、県平均達成率は未達成となった。
果樹（梨）において未達となった主な要因として、病害及び作業遅延による出荷量・秀品量の減少等があるため、引き続き、目標達成に向けて病害防除等の技術面及び労務管理面の指導・助言を行う。

（対象作
物・畜種
等名）②

計画時 １年後 ２年後 ３年後 目標値１年後 ２年後 ３年後

類
別

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

成果目
標の具
体的な
実績②

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

達成率

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

完了年
月日

事業実施主体の評価 都道府県の評価

目標値 達成率

（都道府県名：広島県　令和４年度（西暦2022年度））

市町村
名

事業実施主
体名

類
別

成果目標
の具体的
な内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

負担区分（円）

（対象作
物・畜種
等名）①

計画時 ４年後 ５年後 ４年後 ５年後


